
６月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

四日市朝市協同組合

理事長　伊藤一
か ず

樹
き

さん

お客さんやほかのお店の人など、大勢の人と
関わりながら成長してきたので、市場に育てて
もらったような気持ちです。

理事長に就任して
４月から理事長に選任されたので、２年の任

期をしっかり務めたいと思います。100年続い
ている市場なので、まずはきちんと存続させた
いという使命感が大きいです。
多くの店舗が高齢化と後継ぎ問題を抱えてお

り、今の代でお店を閉める予定という声も聞い
ています。お店が減ると人が来なくなり、人が
減るとお店が無くなる悪循環になってしまうた
め、今だけではなく５年・10年先を見ながら対
策を考えていきたいです。

気軽に参加できる市場に
四日市の市場は上手く出来ているなと思うの

が、曜日ではなく日にちで各地の市場が開催さ
れているところです。毎日どこかの市場がやっ
ているという状況が、ただのイベントではなく
お客さんの日常として根付いたのだと思います。
これまで通りお客さんが気軽に買い物ができ

るように、また、新しい出店者が気軽に参加で
きるような仕組みを作っていけたらなと考えて
います。例えば、土・日曜日にはキッチンカー
を呼び、買い物目的でなくても遊びに立ち寄れ
る。そして、来てくれた人が市場に興味を持ち、
平日にも買い物に来てもらえるような好循環を
作っていきたいです。
ぜひ、お店の人と会話をしながら買い物を楽

しめる四日市の市場を体験してみてください。

市場に育てられて
三滝川慈善橋市場には、父の代から参加して
います。当時は中学生でしたが、家族総出で出
店していたので、市場とは40年以上の付き合
いです。

市内最古参の市場である三滝川慈善橋市場※
は、地域の暮らしに根付き、市民に愛されてい
ます。大正11年に開設されて、本年で100周年
を迎えた同市場で、４月から理事長に就任した
伊藤さんにお話を伺いました。
※場所：八幡町16
　開催日時：２・７・５・０のつく日
　　　　　　７：30～11：00ごろ
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４月15日にじばさん１階「名品館」をリニ
ューアルオープンしました。
「名品館」では、多くの地場産品を取り扱っ
ています。今回のリニューアルでは、萬古焼や
日永うちわなどの工芸品ゾーンと伊勢茶や大

矢知手延麺などの食品ゾーンに区分けするこ
とや、動線を単純化することで商品配置を分
かりやすくして、訪れた人が回遊しやすい空
間となるようにしました。また、今回のリニュ
ーアルに合わせて作成したロゴ入りの暖

の れ ん

簾な
どで地場産品の見せ方にもこだわっています。
地場産品の販売だけでなく、地場産品の歴

史や魅力も紹介できるよう、デジタルサイネ
ージ（電子掲示板）などの広報手段を活用し、
PRしていきたい
と考えています。
近くにお越しの

際は、ぜひお立ち
寄りください。

議長に森康哲議員　副議長に石川善己議員
　　  監査委員、議会運営・各常任委員会委員も決まる  　　

議会事務局（ TEL  354-8257　 FAX  354-8304）

５月開会議会が５月17日・18日に開かれ、令和４年定例会の会期
を令和５年４月28日までの347日間と決定し、議会役員が選出され
ました。（敬称略）

■議会選出監査委員　　　小林博次　　谷口周司
■議会運営委員会委員（◎…委員長　○…副委員長）
◎川村幸康　○谷口周司　　荒木美幸　　後藤純子　　小林博次　
　笹岡秀太郎　中川雅晶　　日置記平　　樋口龍馬　　平野貴之　　三木　隆
■常 任 委 員 会 委 員（◎…委員長　○…副委員長）
総　　　務	 ◎伊藤嗣也　○井上　進　　加納康樹　　早川新平　　樋口龍馬　　三木　隆
	 	 　森　康哲　　山口智也
教 育 民 生	 ◎森川　慎　○小田あけみ　小川政人　　笹岡秀太郎　土井数馬　　豊田政典
	 	 　中川雅晶　　日置記平　　村山繁生
産 業 生 活	 ◎平野貴之　○後藤純子　　荻須智之　　小林博次　　谷口周司　　豊田祥司
	 	 　中村久雄　　樋口博己　　森　智子
都市・環境	 ◎太田紀子　○諸岡　覚　　荒木美幸　　石川善己　　伊藤昌志　　川村幸康
	 	 　笹井絹予　　竹野兼主
予　　　算	 ◎村山繁生　○笹岡秀太郎　ほか議長を除く全議員
決　　　算	 ◎中村久雄　○伊藤昌志　　ほか議長および議会選出の監査委員を除く全議員

森康哲議長 石川善己副議長

Vol.14

じばさん「名品館」リニューアル
四日市
ええやん！

市 長 コ ラ ム
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